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本日の内容
１．考慮すべき各種の災害・漏洩・犯罪行為とは

２．災害等の発生時における 問題点の背景と
被害状況及び復興

３．災害発生時、化学物質等に起因する事故事例
経口、吸入、経皮による人体に影響が出た事例
環境汚染につながった事例
火災や爆発、有害物質の流出等地域住民に不安を与えた事例

４．災害や犯罪行為の発生を考慮した薬品等の管理

５．地域住民の安心・信頼確保
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１．環太平洋造山帯
地震の多発、多数の火山、津波

２．日本を取り巻く海流、風の流れ
暖流による台風の発生、
夏季の南風流入による高温多湿気候

３．脊梁山脈の存在と偏西風の影響
黄砂、冬季の大雪、梅雨

日本民族は
上記の自然環境による種々の災害を経験してきた。
一方では、豊かな降水を利用して生活を営んで
来たのも事実である。

自然災害発生面からみる日本列島の地理的条件
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１．気候変化 猛暑と冬の大雪、台風、干ばつと山火事
地球温暖化による生態系、農林水産業の変化

２．典型的な気象災害の強靭化
より強大化する台風、集中豪雨と洪水、竜巻や突風
一方では干ばつの可能性も増加

３．地震・津波、関連しての地盤隆起・沈降や断層発生・液状化
４．土砂崩れ、地盤崩壊 ⇔ 乱開発（都市化、太陽光発電等）
５．噴火（溶岩噴出や火山灰、山体変化）及び関連する災害
６．自然災害に伴う住居・建物及び各種インフラ損傷による被害

インフラ断絶により生ずる災害（電力・水道・燃料・医療等）
７．災害復旧段階での事故
８．都市型災害・サプライチェーン・交通・通信断絶による事故
９．生活弱者と要介護者対応、風評被害
１０．三重県の地域特性についての配慮・伊勢湾台風

我々が考慮すべき自然災害とは
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１．管理・保管や地域特性、ヒューマンエラーに関する課題
適切な保管庫、容器やタンク 外面腐食
各種の保安設備（各種災害や冷却不調・漏洩時の対策）
ＳＤＳ、表示、従業員教育

２．電力その他ＵＴＴ断絶に関する事項
冷蔵・冷却設備、換気と除害設備の作動確保

３．物流で発生する事故対策・イェローカード
交通事故や輸送途上での万一の漏洩等事故対応
内容物や緊急時への運転手等の教育・緊急連絡網

４．犯罪や悪意に起因する事故
監視設備、施錠、フェンスや倉庫、テロや盗難対策

５．自然災害以外の原因に起因する事故
野生動植物によるケーブル損傷や容器破損
劣化・老朽化、保安設備の陳腐化や機能喪失

自然災害以外の化学物質安全管理のポイント
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１．大震災や豪雨洪水は何時、何処で発生してもおかしくない。
２．事前の備え、（精神的なもの、物質的なもの⇒耐震・備蓄他）
３．自助、共助、公助 ⇒ 災害に強いインフラづくりと事前対応
４．設備の適切な管理 定期的な点検や劣化部品の交換
５．教育と保守・保全、防災訓練、異常時の外部漏洩防止
６．犯罪への動機発生防止・フェンスや窓・防犯カメラ
７．高齢者・生活弱者・要介護者・病院等の施設は安全な場所に

非常時に救援や安全な場所への移動が困難、
災害時は避難所やシェルター、防災拠点になる

８．災害対応要員・公共サービス要員不足への機動的対応
他地区からの速やかな応援確保、ボランティア受け入れ
医療要員（医療・健康・メンタル等）

９．中京圏各地の連携と機動的に利用可能な設備の整備
１０．被災地の長の緊急性・重要性の判断を最優先に

我々に求められる備え
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天津 爆発事故 全景 ２０１５年８月１９日
【写真】天津の大爆発事故、廃墟化した現場の被害画像まとめ | mazecoze.com - Internet Explorer

http://mazecoze.com/explosion_of_tianjin_2/


首都高速道路上でのタンクローリー火災の事例

２００８（平成２０）年８月３日 板橋区熊野町の下り坂で横転し炎上

熊野町ジャンクション内の
急カーブを曲がり切れず、
横転し左側側壁に衝突した。
ガソリン１６kl、軽油４klが流
出し５時間半あまり炎上した。

首都高速道路など
では、タンクローリー
による事故や火災
が発生している。

この火災による道路
施設の損壊が大き
かった

泡剤の種類
１ たんぱく泡消火薬剤
２ 合成界面活性剤泡
消火薬剤

３ 水成膜泡消火薬剤

航空機火災・流出油火
災向き



２０１３（平成２５）年８月１５日

京都府福知山市花火大会 露店爆発事故による大惨事

▲ 本来なら楽しい花火大会のはずが

イメージ画像

由良川河川敷の花火大会開催中、露店のガソリン缶から引火爆発、死者３名 負傷者５９名の大惨事に
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１．どこでも消毒用エタノール使用（噴霧・塗布）
可燃性化学物質であり引火の恐れ ⇒ 火災・爆発
大量保管 ⇒ 容器の破損、外部への流出が事故に直結
着火源はどこにでも ⇒ 慣れ、油断、正常化の偏見

２．在宅勤務増加による現場の無人化
日々の点検不足

停電と復旧、水道のオーバーフロー
異常事態の発見遅れ

緊急時の要員不足

３．居室やオフィスの換気不十分、微量漏洩ガスによる事故
⇒ スプレーガス、調理用ガスによる火災・爆発

４．点検頻度減少による異常発見の遅れ

新型コロナでの想定される事故
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２０２０年７月３０日郡山で発生したガス爆発事故
死者１名負傷者１９名（朝日新聞ニュースより）

12

郡山ガス爆発事故 - Google検索 - Internet Explorer

https://www.google.co.jp/search?q=%e9%83%a1%e5%b1%b1%e3%82%ac%e3%82%b9%e7%88%86%e7%99%ba%e4%ba%8b%e6%95%85&tbm=isch&source=iu&ictx=1&fir=uu0k3v8maayhkm,bvcanduuqueegm,/g/11jpq9hgk4&vet=1&usg=ai4_-kr7pb1ycgtmf_dqvsjcsrqvowmiig&sa=x&ved=2ahukewip4e7ntoxyahxpmd4khcskbmmq_b16bagreai&biw=1920&bih=937#imgrc=yvwmdbb5oibwem


１．住環境の変化（高層ビル・高層マンションの増加）
避難、ＵＴＴの供給、日常用品の搬送や人の移動

２．オフィス環境の変化と電子機器使用が常態化
放水ができない 古いビルの災害時避難困難

３．労働形態の多様化、女性や外国人の職場進出
４．公共交通機関から個々の移動へ（一人一台の車保有）
５．スマホ・ネットの利用が当たり前に
６．事故や災害を知らない世代 （安全は当たり前との誤解）
７．少子高齢化から独居老人の増加
８．消防要員、緊急時対策要員の確保
８．社会インフラや建築物・住居の老朽化劣化・耐震不足
９．情報収集の多様化（カメラ・ドローン・人工衛星・ネット投稿）
１０．災害事例の教育、事故災害の想定と対応
１１．フェイクニュース、適切で速やかな情報提供

新たに発生した課題や社会構造の変化
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１．有価物の適切な保管、従業員の認識と持ち出し禁止
部外者の無許可での立ち入り禁止

２．盗難防止対策、保管設備の整備と鍵の管理
３．犯罪誘致・犯罪企図の動機排除
４．事業所全体のハード面での対策
５．監視システムの整備・作動確認
６．日常点検、日常管理 （２４時間体制）
７．従業員教育、取り扱い物質の知識（万一の場合のダメージ）
８．周辺住民、地域の警察・消防との連携、
見かけない人や車への配慮

９．万一の対応（盗難・従業員の持ち出し）、
被害発生時の手順の決定

１０．所轄官庁との緊密な情報交換
１１．従業員満足度の重要性、退職者管理

犯罪誘致の動機排除、監視と日常点検
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１．台風一過の朝、作業場に入ったら異臭がした。

２．台風が来るので早めに帰宅した。
翌朝、出社したら廊下が水浸しとなっていた。

３．停電が発生、薬品保管庫の温度が上がってきた。

４．新人の中に海外からの研修生がいる。

５．社員が災害の被災状況を写真をとり、ＳＮＳに投稿し
た。

６．台風の後、部下と連絡が取れない。

次のような場合、どのように対応しますか
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１．薬品保管庫が空いており、中にある毒物の瓶が
一本無くなっていた。

２．薬品使用台帳で使用記録の未記入があった。

３．退職した社員が休日に私物を取りに職場に来た。

４．事業所の入り口に自販機があり、地元の住民や子供
が勝手に利用している。

５．従業員の無断欠勤が長期に続いている。

６．毒劇物保管庫のカギがいつも刺さったままである。

次のような場合、どのように対応しますか
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１．火災・爆発や中毒等の事故災害防止

２．有害化学物質の暴露による
職場の健康衛生問題の発生防止

３．有害化学物質の外部への流出による環境汚染防止

４．適切な廃棄物処理

５．原材料購入から製品の使用、最終処分まで
サプライチェーン全てにわたる化学物質管理

６．化学物質リスク管理と化学物質教育、表示、情報開示

事業者に必要な化学物質管理の視点
従業員不在時も事業場の安全・セキュリティ確保
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１．各種安全管理法令・社内規則の把握、実施
法定の届け出遵守、使用する物品の法遵守

２．管理者が率先しての安全・健康・衛生管理
健康診断、勤務時間、事務所や現場の安全・５Ｓ

３．部下の安全・健康・衛生管理（含むメンタル）
従業員・協力会社社員への安全配慮義務

４．安全衛生ＭＳの実施 さらには健康経営へ
作業内容や取扱物質のリスクアセス、教育指導、
安全に作業が実施されていることの確認

５．危険物や毒劇物、高圧ガス等の適切な保管・管理
６．管理者不在時の安全確保、代理者の指名
７．緊急時の対策や連絡網整備、訓練

管理者の安全配慮義務
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火災とは？

周囲に知らせる
火災発生を大声で周囲に知らせる

初期消火
消火器等で初期消火を行う。炎が人の背を超えたら避難優先

通報連絡
建物の防災センターなどに連絡、消防機関に通報

避難
状況により避難を行う。生徒の避難は大前提

建物の自衛消防組織を周知する
消防訓練で実地で行動しておくことは有効

火災発生時の措置
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試薬の表示 9-2  おもな法令の内容



高圧ガス容器

保護キャップ

容器弁

容器

容器の外観

メーカーラベル

（製品仕様等・・・）

PLラベル

燃、毒の塗装
（燃；可燃性ガス、毒；毒性ガス）

容器塗色

毒燃

混
合

窒

素

ア
ル
シ
ン

充填ガス名

（裏）容器所有者名など

ガス名 塗色区分

水素 赤色

酸素 黒色

液化炭酸ガス 緑色

液化アンモニア 白色

塩素 黄色

アセチレン かっ色

上記以外のガス ねずみ色

高圧ガス容器の塗色

注；但し、輸入（外国製）容器は例外
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地震と薬品による被害との関係

地震 薬品漏洩 発火 火災

健康被害

その他

漏洩した薬品による出火の主な原因
・引火性物質（エーテル、ガソリン、メタノール、エタノール等）に

引火

・自然発火性物質（黄リン等）が空気中で自然発火

・禁水性物質（ナトリウム等）が水と接触して発火

・化学物質の混触発火（塩素酸ナトリウムとエチレングリコール等）

漏洩した薬品同士が混触し反応熱で発火
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健康影響度

死亡

生理機能変化など

生理機能変化など

疾患、中毒

無作用

用量－反応関係線

影響量
（最大無作用量）

中毒量 致死量

摂取量

有害性（ハザード）と危険性（リスク）


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１．万一の場合の具体的内容・損失規模を明確に
・化学物質の安全性、有害性、データの充実
・化学物質の安全性データの提供、公表
・化学物質の危険性、有害性の表示

２．発生の可能性最小化と万一の対応
・化学物質の適切な管理と環境への排出の

  削減
・化学物質の適切な使用と消費、廃棄
・事故等による大規模漏洩や重篤事故の防止
・より安全な物質の使用、危険源を隔離
・万一の場合の被害最小化と適切な広報

リスクを如何に小さくするか（化学物質の例）
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１．日常の管理
・ 取り扱う化学物質の性状・有害性の把握
・ 化学物質の性状の周知と表示
・ 保管数量を出来るだけ少なく
・ リスクアセスメントの実施
・ 日常の管理と点検、点検結果を記録
・ 薬品庫の施錠、使用数量の記録
・ 保管容器や接続されている配管、

計測機器の点検
・ 温度管理等の設備や作動点検
・ 防液堤、防油堤、保安設備の点検

化学物質に起因する事故・災害防止のためには
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２．自然災害来襲が想定される場合
・ 自然災害の情報収集、想定される被害
・ 事前の対策と点検
・ 保管数量のチェック（安全・操業維持）
・ 保安設備の点検・作動確認

防油堤の水抜き弁の確認
・ 暴風雨対応

（船舶・建物・窓や扉・換気扇・構造物）
・ 保安体制（待機要員等）
・ 停電・ＵＴＴ停止への対応
・ 重要な機器や設備の対応

化学物質に起因する事故・災害防止のためには
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３．災害要因が一段落の後で
・ 異常有無の点検（細心の注意が必要）
・ 必要な部署への報告
・ 平常への復帰

４．万一の場合
・ 被害者の救出（２次災害防止）、災害拡大防止
・ 安否確認（従業員の家族も含めて）
・ 内外関係部門への連絡・通報
・ 近隣住民等への通報
・ メディア対応
・ 原因究明と再発防止

化学物質に起因する事故・災害防止のためには
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１．取り扱い危険物の性状確認（ＳＤＳ、事故事例，ＲＡ）
２．実験マニュアルの整備、実験前の再確認
３．危険物の適切な取り扱い、保管、化学物質管理ｼｽﾃﾑへの登録

危険物の保有数量をＭＩＮに、
適切な保管、容器の破損防止、保管庫の転倒防止
蒸気の飛散防止、より安全な代替物はないか

４．実験台やドラフトの整備、機能確認
５．実験室、実験台の５Ｓ、安全通路、避難出入り口
６．服装、履物や保護具

ポリエステルのフリースは厳禁、木綿の白衣が好ましい
７．作業環境（可燃物の環境濃度、着火源、室内空気の流れ）
８．火災発生時の対応、適切な消火器具の配置と使用訓練
９．地震時の対応（土足禁止の部屋の入口の履物整理）
10. 教員不在時の対応、終夜実験

実験室の化学物質管理と安全の基本



１．直火取扱の経験なし
２．刃物取扱の経験なし

⇒ 調理経験の有無、
キャンプ等の経験が重要

３．割れたガラスや食器を知らない
４．機械組み立てや電気器具の修理の経験少ない
５．自動車のタイヤ交換やバッテリー点検を知らない
⇒ 小さな怪我、トラブルを自ら対処の経験の重要性

６．全てを学校や教員、社会の責任とする風土

誰もが事故・災害は他人事と思っている。
安全への過信・正常化の偏見・性善説への思い込み

あまりにも安全な日本の家庭と社会



災害体験を身に着けるには

１ 災害の実体験、被災、負傷等を経験することは不可能。
しかし、災害の怖さを知らなければ、考え方が甘くなる。

怖がりすぎては何もできない。

２ 主要企業では体験型安全研修を受講義務付け。

３ 大規模災害とそれに直面したときにどのように対応するか。
現場での作業者は？ 組織の責任者は？ どうすれば良かったか？
自分自身の身を守るには？

４ 事故災害をテーマにした映画、小説の重要性

最近の映画 シンゴジラ、海賊といわれた男、バーニングオーシャン
ハドソン川の奇跡、パトリオットデイ、フクシマ５０
チェルノブイリ１９８６

小説 事故報告書に書かれていない当事者の思いが重要

５ 身の回りで想定される事故・災害を常に考えてみよう 44



・住民、消費者の主要な情報ソース
  メディアに対する高い信頼性

メディアに対する情報開示の重要性
（強烈なインパクトとリカバリーの困難さ）

・メディアの特質
・メディアもビジネス（ニュースバリューのあるものを報道）
内部告発、特ダネ、弱者の味方
情報開示されたもの、法遵守等は記事にならない
ネット社会、ワイドショー化、フェイクニュース

・個人の体験、考えをそのまま話題やＣＭとして放送の例
事実確認と科学的根拠はＯＫ？

・社員の安易なＳＮＳ投稿に対する教育必要
市民・住民からネットへ情報が流れることは止められない。

メディアの対応

９－45



・事故・不祥事発生を隠蔽との誤解回避
発生後ただちに関係官庁に連絡（時間の勝負）
取材に来たメディア対応 ⇒ 放送・締切時間考慮
立入範囲、応対者、
外からの撮影、住民への取材は避けられない
社内関係者の気軽な発言は後日問題となる

・消防等の関係官庁に説明、事後の処理指示を受ける
・早急に事故概要を報告（できれば写真もつけて）

これがそのままテレビや新聞、雑誌に
わからないことははっきり調査中という
テレビ等の記者会見のやり方を広報担当は要勉強

・被災者等への対応（できるだけの誠意を示す）
・事故調査委員会の設立と報告書の公表

事故・事件発生時の対外広報

９－46



１．人間の心理
熱しやすく冷めやすい
目先の問題に対して

全体を見た冷静な判断・対応が困難
２．正常化の偏見

こんなことは起こるはずがない
自分に限っては大丈夫

３．百年に一回、千年に一回、経験や反省の風化
過去の災害は物語の世界へ
生活や経済活動の利便性優先に戻る傾向

４．正しく怖がることは難しい。
災害は忘れた頃にやってくる。

人間心理とリスク

９－47



ご清聴ありがとうございました

ご質問、ご意見は下記にお願いします。
fukoyama@east.cts.ne.jp
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